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第５節 バンニング関係手続 

 

システムを使用して、貨物をバンニングする場合の手続は、この節の定めるところによる。 

 

１ バンニング関係手続の概要 

海貨業者等は、バンニングプランに基づき、「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）」業務（業

務コード：ＶＡＰ）又は「バンニング情報予定登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＰ

Ｅ）を利用して、貨物のバンニング指示（バンニング予定情報）をシステムに登録する。 

なお、システムに登録されたバンニング予定情報は、「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業

務（業務コード：ＶＡＮ）等で利用することができる。 

システム参加保税地域等において貨物をバンニング後に搬出する場合、倉主等は「バンニング情

報登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＮ）又は「バンニング情報登録（輸出管理番号単

位）」業務（業務コード：ＶＡＥ）を利用して、バンニング情報をシステムに登録する。なお、シス

テム参加保税地域等においては、この登録が搬出確認登録を兼ねる。 

 

２ バンニング情報予定登録 

(1) 業務対象 

「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＰ）及び「バンニング情

報予定登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＰＥ）は、それぞれ次の登録を対象とす

る。 

ただし、バンニング場所が複数になる場合は、「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）」業

務（業務コード：ＶＡＰ）を利用する。経由地について、本業務では登録の制限はないが、「バン

ニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＮ）では、経由地の登録は最大５カ所

までとなっていることから留意すること。 

なお、バンニング情報予定登録は、１件のコンテナ番号に最大 100件の輸出管理番号又は１件

の輸出管理番号に最大 200件のコンテナ番号を登録することができる。 

また、バンニング情報予定登録を訂正し又は取り消す場合も本業務により行う。 

イ 「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＰ） 

「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＮ）を実施する前のバンニ

ングプランをコンテナ単位でシステムに登録する場合。 

ロ 「バンニング情報予定登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＰＥ） 

「バンニング情報登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＡＥ）を実施する前のバ

ンニングプランを輸出管理番号単位でシステムに登録する場合。 

 

(2) バンニング情報予定登録の流れ 

バンニング情報予定登録における「経由地コード」欄の入力については、次による。 

イ バンニング場所が１カ所の場合 

コンテナが搬入される予定のＣＹを「搬入先コード」欄に入力し、「経由地コード」欄は入

力しない。 

ロ バンニング場所を複数経由する場合 
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最初のバンニング場所におけるバンニング情報予定を「バンニング情報予定登録（コンテナ

単位）」業務（業務コード：ＶＡＰ）を利用して、コンテナが搬入される予定のＣＹを「搬入先

コード」欄に入力し、次の経由先のバンニング場所を「経由地コード」欄に入力する。 

次の経由地におけるバンニング情報予定を「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）」業務

（業務コード：ＶＡＰ）により登録し、さらに別のバンニング場所を経由する場合は、「搬入先

コード」欄及び「経由地コード」欄に次の経由先のバンニング場所を入力し、最後のバンニン

グ場所における登録まで同様の入力を繰り返す。 

最後のバンニング場所における登録については、「搬入先コード」欄のみを入力し、「経由地」

欄を入力しないことにより、バンニング情報予定登録の終了となる。 

（事例１）バンニング場所が１カ所の場合 

               Ａ蔵置場                                               

           バンニング情報予定登録                                        

           搬入先：Ａ－ＣＹ                                           

           経由地：（入力しない。）                                                 

（バンニング情報予定登録終了） 

（事例２）バンニング場所が２カ所の場合 

               Ａ蔵置場                       Ｂ蔵置場                 

           バンニング情報予定登録         バンニング情報予定登録              

           搬入先：Ａ－ＣＹ               搬入先：Ａ－ＣＹ             

           経由地：Ｂ蔵置場               経由地：（入力しない。）                   

（バンニング情報予定登録終了）   

 

(3) 仮コンテナ番号 

バンニング情報予定登録業務、バンニング情報登録業務で使用する｢仮コンテナ番号｣とは、バ

ンニング予定のコンテナ番号又はこれに代わる番号であって、次の番号をいう。 

イ バンニング予定のコンテナ番号 

ロ 利用者が管理する任意の番号 

(ｲ) １桁目から５桁目 ： バンニング場所の保税地域コード 

(ﾛ) ６桁目から９桁目 ： 任意の数字（４桁） 

（例） １ＡＷ８９ １２３４ 

  (ｲ)     (ﾛ) 

ハ 新規登録時に入力がない場合、システムより払い出される番号 

 

(4) バンニング情報予定登録（コンテナ単位） 

イ 登録、訂正又は取消しの方法 

(ｲ) 呼出しによらない方法 

「バンニング情報予定登録」業務（業務コード：ＶＡＰ）を利用して、次の事項を入力し

送信する。 

＜共通部＞ 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 
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次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

新規登録 ９ 

訂正 ５ 

取消し １ 

［２］搬入先コード（「搬入先コード」欄） 

搬入先の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力する。 

なお、直接外国貿易船に船積みする場合は、積載予定船舶の信号符字（コールサイン）

を必須入力する。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［３］経由地コード（「経由地コード」欄） 

経由する保税地域を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［４］積載予定船舶コード（「積載予定船舶」欄） 

積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

「搬入先コード」欄に積載予定船舶の船舶コードを入力した場合は、同一であること。 

船舶コードがシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［５］航海番号（「航海番号」欄） 

積載予定船舶の航海番号（運航船会社単位）を必須入力する。 

航海番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［６］船会社コード（「船会社」欄） 

積載予定船舶に係るブッキング船会社を船会社コード（「業務コード集」参照）で必須

入力する。 

船会社コードがシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［７］積出港コード（「積出港」欄） 

貨物の積出港を国連ＬＯＣＯＤＥ（「業務コード集」参照）で入力する。 

［８］搬出予定年月日（「搬出予定日時」欄左） 

貨物をコンテナにバンニングし、バンニング場所から搬出する予定年月日を西暦（８

桁）で入力する。 

［９］搬出予定時刻（「搬出予定日時」欄右） 

搬出予定時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

［10］仮コンテナ番号（「仮コンテナ番号」欄） 

仮コンテナ番号を入力する。 

コンテナ番号が不明の場合で、システムより仮コンテナ番号を払い出す場合は、入力

を要しない。 

［11］コンテナ自重（「コンテナ自重」欄左） 

コンテナ自重を入力する。 

［12］コンテナ自重単位コード（「コンテナ自重」欄右） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

キログラム ＫＧＭ 



２－５－４ 

 

 

区 分 コード 

ポンド ＬＢＲ 

※［13］の項目は、最大６欄まで繰り返し入力することができる。 

［13］シール番号（「シール番号」欄） 

シール番号を入力する。 

［14］コンテナサイズコード（「コンテナサイズ」欄） 

コンテナのサイズをコンテナサイズコード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［15］コンテナタイプコード（「コンテナタイプ」欄） 

コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［16］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［17］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 

システムにバンニング場所の地域名が登録されていない場合は、バンニング場所地域

の名称を必須入力する。 

［18］ブッキング番号（コンテナ単位）（「ブッキング番号（コンテナ）」欄） 

コンテナ単位のブッキング番号を登録する場合であって、「ブッキング番号（貨物）」

欄を入力しない場合は、ブッキング番号を必須入力する。 

「ブッキング番号（貨物）」欄を入力する場合は、入力不可。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［19］社内整理番号（「社内整理番号」欄） 

自社で管理する社内整理番号を入力する。 

＜繰返部＞ 

※ 以下［20］から［27］までの項目は、最大 100欄まで繰り返し入力することができる。 

［20］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須入

力する。 

［21］バンニング個数（「バンニング個数」欄左） 

バンニングする貨物の個数を貨物情報に登録されている総個数の範囲内で必須入力

する。 

なお、個数で表現できない貨物の場合は、「１」を入力する。 

［22］バンニング個数単位コード（「バンニング個数」欄右） 

バンニングする貨物の外装梱包の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で

必須入力する。 

貨物情報に登録されている個数の単位と一致すること。 

［23］バンニング重量（「重量」欄左） 

バンニングする貨物の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［24］バンニング重量単位コード（「重量」欄右） 

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入
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力する。 

［25］バンニング容積（「容積」欄左） 

バンニングする貨物の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［26］バンニング容積単位コード（「容積」欄右） 

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力す

る。 

［27］ブッキング番号（貨物単位）（「ブッキング番号（貨物）」欄） 

貨物単位のブッキング番号を登録する場合であって、「ブッキング番号（コンテナ）」

欄に入力しなかった場合は、必須入力する。 

「ブッキング番号（コンテナ）」欄を入力した場合は、入力不可。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

(ﾛ) 呼出しによる方法 

「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）呼出し」業務（業務コード：ＶＡＰ１１）を

利用して、次の事項を入力し送信することにより、システムに登録されているコンテナ情報

及び貨物情報が「バンニング情報予定登録（コンテナ単位）呼出情報」（出力情報コード：Ｓ

ＡＴ０２２１）として応答画面に出力されることから、出力された内容を確認の上、前記(ｲ)

（呼出しによらない方法）に準じて必要とする事項を上書き入力し送信する。 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

新規登録 ９ 

訂正 ５ 

取消し １ 

［２］仮コンテナ番号（「仮コンテナ番号」欄） 

仮コンテナ番号を入力する。 

「処理区分＊」欄に「５」（訂正）又は「１」（取消し）を入力した場合であって、「社

内整理番号」欄を入力する場合は、入力不可。 

［３］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［４］社内整理番号（「社内整理番号」欄） 

自社で管理する社内整理番号を入力する。 

「仮コンテナ番号」欄を入力した場合は、入力不可。 

※［５］の項目は、最大 100欄まで繰り返し入力することができる。 

［５］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

「処理区分＊」欄に「９」（新規登録）を入力した場合であって、輸出（積戻し）貨物

の場合は、輸出管理番号を必須入力する。 

「処理区分＊」欄に「９」（新規登録）を入力した場合であって、仮陸揚貨物の場合は、

Ｂ／Ｌ番号を必須入力する。 
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「処理区分＊」欄に「５」（訂正）又は「１」（取消し）を入力した場合は、入力不可。 

ロ 出力情報 

前記イ（登録の方法）によりバンニング情報予定がコンテナ単位でシステムに登録された場

合は、次の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

バンニング予定

情報（コンテナ

単位） 

ＳＡＴ０１７１ 「処理区分＊」欄に「９」（新規登録）

又は「５」（訂正）を入力した場合。 

登録者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「９」（新規登

録）又は「５」（訂正）を入力した

場合。 

② バンニング先がシステム参加保税

地域である場合。 

バンニング場所

の保税地域 

バンニング予定

取消情報（コン

テナ単位） 

ＳＡＴ０１８１ 「処理区分＊」欄に「１」（取消し）を

入力した場合。 

登録者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「１」（取消し）

を入力した場合。 

② バンニング先がシステム参加保税

地域である場合。 

バンニング場所

の保税地域 

バンニング予定

船舶・積出港差

異情報 

ＳＡＴ０２１０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「９」（新規登

録）又は「５」（訂正）を入力した

場合。 

② 輸出許可されている場合。 

③ 積載予定船舶コード、積出港と輸

出許可された積載予定船舶コー

ド、積出港のいずれか又は両方が

異なっている場合。 

登録者 

輸出申告を行っ

た利用者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「９」（新規登

録）又は「５」（訂正）を入力した

場合。 

② 輸出許可されている場合。 

③ 積載予定船舶コード、積出港と輸

出許可された積載予定船舶コー

ド、積出港のいずれか又は両方が

異なっている場合。 

④ バンニング先がシステム参加保税

地域である場合。 

バンニング場所

の保税地域 
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(5) バンニング情報予定登録（輸出管理番号単位） 

イ 登録、訂正又は取消しの方法 

(ｲ) 呼出しによらない方法 

「バンニング情報予定登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＰＥ）を利用して、

次の事項を入力し送信する。 

＜共通部＞ 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

新規登録 ９ 

訂正 ５ 

取消し １ 

［２］搬入先コード（「搬入先コード」欄） 

搬入先の保税地域コード（「業務コード集」参照）又は直接本船に船積みする場合は、

積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［３］積載予定船舶コード（「積載予定船舶」欄） 

積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

「搬入先コード」欄に積載予定船舶の船舶コードを入力した場合は、同一であること。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［４］航海番号（「航海番号」欄） 

積載予定船舶の航海番号（運航船会社単位）を必須入力する。 

航海番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［５］船会社コード（「船会社」欄） 

積載予定船舶に係るブッキング船会社を船会社コードで必須入力する。 

船会社コードがシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［６］積出港コード（「積出港」欄） 

貨物の積出港を国連ＬＯＣＯＤＥ（「業務コード集」参照）で入力する。 

［７］搬出予定年月日（「搬出予定日時」欄左） 

貨物をコンテナにバンニングし、バンニング場所から搬出する予定年月日を西暦（８

桁）で入力する。 

［８］搬出予定時刻（「搬出予定日時」欄右） 

搬出予定時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

［９］輸出管理番号等（「輸出管理番号等＊」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号を、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須

入力する。 

［10］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［11］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 



２－５－８ 

 

 

システムにバンニング場所の地域名が登録されていない場合は、バンニング場所地域

の名称を必須入力する。 

［12］ブッキング番号（貨物単位）（「ブッキング番号」欄） 

ブッキング番号を必須入力する。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［13］社内整理番号（「社内整理番号」欄） 

自社で管理する社内整理番号を入力する。 

＜繰返部＞ 

※ 以下［14］から［25］までの項目は、最大 200欄まで繰り返し入力することができる。 

［14］仮コンテナ番号（「仮コンテナ番号」欄） 

仮コンテナ番号を入力する。 

コンテナ番号が不明の場合又はシステムより仮コンテナ番号を払い出す場合は、入力

を要しない。 

［15］コンテナ自重（「コンテナ自重」欄左） 

コンテナの自重を入力する。 

［16］コンテナ自重単位コード（「コンテナ自重」欄右） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

キログラム ＫＧＭ 

ポンド ＬＢＲ 

※［17］の項目は、［14］の項目１欄につき最大６欄まで繰り返し入力することができる。 

［17］シール番号（「シール番号」欄） 

コンテナのシール番号を入力する。 

［18］コンテナサイズコード（「コンテナサイズ」欄） 

コンテナのサイズをコンテナサイズコード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［19］コンテナタイプコード（「コンテナタイプ」欄） 

コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［20］バンニング個数（「バンニング個数」欄左） 

バンニングする貨物の個数を、貨物情報に登録されている総個数の範囲内で必須入力

する。 

なお、個数で表現できない貨物の場合は、「１」を入力する。 

［21］バンニング個数単位コード（「バンニング個数」欄右） 

バンニングする貨物の外装梱包の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で必

須入力する。 

貨物情報に登録されている個数の単位と一致すること。 

［22］バンニング重量（「重量」欄左） 

バンニングする貨物の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［23］バンニング重量単位コード（「重量」欄右） 

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入
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力する。 

［24］バンニング容積（「容積」欄左） 

バンニングする貨物の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［25］バンニング容積単位コード（「容積」欄右） 

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力す

る。 

(ﾛ) 呼出しによる方法 

「バンニング情報予定登録（輸出管理番号単位）呼出し」業務（業務コード：ＶＰＥ１１）

を利用して、次の事項を入力し送信することにより、システムに登録されているコンテナ情

報及び貨物情報が「バンニング情報予定登録（輸出管理番号単位）呼出情報」（出力情報コー

ド：ＳＡＴ０２３２）として応答画面に出力されることから、出力された事項を確認の上、

前記(ｲ)（呼出しによらない方法）に準じて必要とする事項を上書き入力し送信する。 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

新規登録 ９ 

訂正 ５ 

取消し １ 

［２］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

「処理区分＊」欄に「９」（新規登録）を入力した場合であって、輸出（積戻し）貨

物の場合は、輸出管理番号を必須入力する。 

「処理区分＊」欄に「９」（新規登録）を入力した場合であって、仮陸揚貨物の場合

は、Ｂ／Ｌ番号を必須入力する。 

「処理区分＊」欄に「５」（訂正）又は「１」（取消し）を入力した場合であって、「社

内整理番号」欄を入力する場合は、入力不可。 

［３］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［４］社内整理番号（「社内整理番号」欄） 

自社で管理する社内整理番号を入力する。 

「輸出管理番号等」欄を入力した場合は、入力不可。 

※［５］の項目は、最大 200欄まで繰り返し入力することができる。 

［５］仮コンテナ番号（「仮コンテナ番号」欄） 

仮コンテナ番号を入力する。 

コンテナ番号が不明の場合で、システムより仮コンテナ番号を払い出す場合は、入力

を要しない。 

ロ 出力情報 

前記イ（登録の方法）によりバンニング情報予定が輸出貨物管理番号単位でシステムに登録

された場合は、次の情報がそれぞれ配信される。 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

バンニング予定

情報（輸出管理

番号単位） 

ＳＡＴ０１９２ 「処理区分＊」欄に「９」（新規登録）

又は「５」（訂正）を入力した場合。 

登録者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「９」（新規登

録）又は「５」（訂正）を入力した

場合。 

② バンニング場所がシステム参加保

税地域である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

バンニング予定

取消情報（輸出

管理番号単位） 

ＳＡＴ０２０１ 「処理区分＊」欄に「１」（取消し）

を入力した場合。 

登録者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「１」（取消し）

を入力した場合。 

② バンニング場所がシステム参加保

税地域である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

バンニング予定

船舶・積出港差

異情報 

ＳＡＴ０２１０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「９」（新規登

録）又は「５」（訂正）を入力した

場合。 

② 輸出許可されている場合。 

③ 積載予定船舶コード、積出港と輸

出許可された積載予定船舶コー

ド、積出港のいずれか又は両方が

異なっている場合。 

登録者 

輸出申告を行った

利用者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄に「９」（新規登

録）又は「５」（訂正）を入力した

場合。 

② 輸出許可されている場合。 

③ 積載予定船舶コード、積出港と輸

出許可された積載予定船舶コー

ド、積出港のいずれか又は両方が

異なっている場合。 

④ バンニング場所がシステム参加保

税地域である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

 

３ バンニング情報登録 

(1) 業務対象 

「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＮ）及び「バンニング情報登
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録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＡＥ）は、それぞれ次の登録を対象とする。 

ただし、バンニング場所が複数になる場合は、「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業

務コード：ＶＡＮ）を利用して、最大５カ所まで経由地を登録することができる。 

なお、バンニング情報登録は、１件のコンテナ番号に最大 100件の輸出管理番号又は１件の輸

出管理番号に最大 200件のコンテナ番号を登録することができる。 

また、システム参加保税地域をバンニング場所とする場合、バンニング情報がシステムに登録

されるまでの間に、バンニング場所での搬入確認情報が登録されている必要があることから留意

すること。 

イ システム参加保税地域等において、貨物をバンニングして搬出する場合。 

ロ システム参加保税地域等以外の保税地域において、バンニングした旨をシステムに登録する

場合。 

 

(2) バンニング情報登録の流れ 

バンニング情報登録におけるバンニング場所の入力については、次による。 

イ バンニング場所が１カ所の場合 

コンテナが搬入されるＣＹを「搬入先コード」欄に入力し、「経由地コード」欄は入力しな

い。 

ロ バンニング場所が複数経由する場合 

最初のバンニング場所におけるバンニング情報を「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業

務（業務コード：ＶＡＮ）を利用して、コンテナが搬入されるＣＹを「搬入先コード」欄に入

力し、次の経由先のバンニング場所を「経由地コード」欄に入力する。 

次の経由地におけるバンニング情報を「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業務コ

ード：ＶＡＮ）により登録し、さらに別のバンニング場所を経由する場合は、「搬入先コード」

欄及び「経由地コード」欄に次の経由先のバンニング場所を入力し、最後のバンニング場所に

おける登録まで同様の入力を繰り返す。 

最後のバンニング場所においては、「搬入先コード」欄のみを入力し、「経由地」欄を入力し

ないことにより、バンニング情報登録の終了となる。 

（事例１）バンニング場所が１カ所の場合 

               Ａ蔵置場                                        Ａ－ＣＹ       

           バンニング情報登録                                      ＣＹ搬入確認登録   

           搬入先：Ａ－ＣＹ                                           船積情報登録 

           経由地：（入力しない。）                                                        

（バンニング情報登録終了） 

（事例２）バンニング場所が２カ所の場合 

               Ａ蔵置場                 Ｂ蔵置場                       Ａ－ＣＹ       

           バンニング情報登録       バンニング情報登録               ＣＹ搬入確認登録   

           搬入先：Ａ－ＣＹ         搬入先：Ａ－ＣＹ                   船積情報登録 

           経由地：Ｂ蔵置場         経由地：（入力しない。）                        

（バンニング情報登録終了）   
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（注）「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コード：ＣＹＡ）が本業務より前に実施されている場合

であって、「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コード：ＣＹＡ）において入力した次の項目と

本業務において入力した次の項目が異なる場合は、「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コード：

ＣＹＡ）において登録されている内容を優先し、「バンニング情報登録」で入力された内容

はシステムに登録されないことから留意すること。 

① 「積載予定船舶コード」欄 

② 「航海番号」欄 

③ 「コンテナタイプコード」欄 

④ 「コンテナサイズコード」欄 

 

(3) バンニング情報登録（コンテナ単位） 

イ 登録の方法 

(ｲ) 呼出しによらない方法 

「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＮ）を利用して、次の事

項を入力し送信する。 

なお、輸出許可時にシステムに登録されているバンニング場所コード（保税地域コード）

と本業務で入力したバンニング場所コード（保税地域コード）が一致する必要があるので留

意すること（「システム外搬入確認（輸出許可済）」業務（業務コード：ＢＩＥ）によりシス

テムに登録されたマニュアル許可済貨物の場合を除く。）。 

＜共通部＞ 

［１］搬入先コード（「搬入先コード」欄） 

搬入先の保税地域コード（「業務コード集」参照）又は直接外国貿易船に船積みする場

合は積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［２］経由地コード（「経由地コード」欄） 

経由する保税地域を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［３］積載予定船舶コード（「積載予定船舶＊」欄） 

積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

「搬入先コード」欄に積載予定船舶の信号符字を入力した場合は、同一であること。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［４］航海番号（「航海番号＊」欄） 

積載予定船舶の航海番号（運航船会社単位）を必須入力する。 

航海番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［５］船会社コード（「船会社＊」欄） 

積載予定船舶に係るブッキング船会社を船会社コードで必須入力する。 

船会社コードがシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［６］積出港コード（「積出港」欄） 

貨物の積出港を国連ＬＯＣＯＤＥ（「業務コード集」参照）で入力する。 

［７］搬出年月日（「搬出日時＊」欄左） 

貨物をコンテナにバンニングし、バンニング場所から搬出する年月日を西暦（８桁）
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で必須入力する。 

［８］搬出時刻（「搬出日時＊」欄右） 

搬出時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

［９］コンテナ番号（「コンテナ番号＊」欄） 

貨物をバンニングするコンテナ番号を必須入力する。 

［10］コンテナ自重（「コンテナ自重」欄左） 

コンテナの自重を入力する。 

［11］コンテナ自重単位コード（「コンテナ自重」欄右） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

キログラム ＫＧＭ 

ポンド ＬＢＲ 

※ ［12］の項目は、最大６欄まで繰り返し入力することができる。 

［12］シール番号（「シール番号」欄） 

「経由地コード」欄を入力しなかった場合は、コンテナのシール番号を必須入力する。 

［13］コンテナサイズコード（「コンテナサイズ」欄） 

コンテナのサイズをコンテナサイズコード（「業務コード集」参照）で入力する。 

なお、既に「バンニング情報登録」業務が行われている場合は、システムに登録され

ているコンテナサイズと一致する必要がある。 

［14］コンテナタイプコード（「コンテナタイプ」欄） 

コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

なお、既にバンニング情報登録が行われている場合は、システムに登録されているコ

ンテナタイプと一致する必要がある。 

［15］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［16］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 

システムにバンニング場所の地域名がシステムに登録されていない場合は、バンニン

グ場所地域の名称を必須入力する。 

［17］ブッキング番号（コンテナ単位）（「ブッキング番号（コンテナ）」欄） 

コンテナ単位のブッキング番号を登録する場合であって、「ブッキング番号（貨物）」

欄に入力しない場合は、ブッキング番号を必須入力する。 

「ブッキング番号（貨物）」欄を入力した場合は、入力不可。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

＜繰返部＞ 

※ 以下［18］から［25］までの項目は、最大 100欄まで繰り返し入力することができる。 

［18］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須入

力する。 

［19］バンニング個数（「バンニング個数」欄左） 
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バンニングした貨物の個数を、貨物情報に登録されている総個数の範囲内で必須入力

する。 

なお、個数で表現できない貨物の場合は、「１」を入力する。 

［20］バンニング個数単位コード（「バンニング個数」欄右） 

バンニングした貨物の外装梱包の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で必

須入力する。 

貨物情報に登録されている個数の単位と一致すること 

［21］バンニング重量（「重量」欄左） 

バンニングした貨物の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［22］バンニング重量単位コード（「重量」欄右） 

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入

力する。 

［23］バンニング容積（「容積」欄左） 

バンニングした貨物の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［24］バンニング容積単位コード（「容積」欄右） 

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力す

る。 

［25］ブッキング番号（貨物単位）（「ブッキング番号（貨物）」欄） 

貨物単位のブッキング番号を登録する場合であって、「ブッキング番号（コンテナ）」

欄を入力しなかった場合は、必須入力する。 

「ブッキング番号（コンテナ）」欄を入力した場合は、入力不可。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

(ﾛ) 呼出しによる場合 

「バンニング情報登録（コンテナ・ブッキング単位）呼出し」業務（業務コード：ＶＡＮ

１１）を利用して、次の事項を入力し送信することにより、システムに登録されているコン

テナ情報、貨物情報又はバンニング予定情報が「バンニング情報登録（コンテナ・ブッキン

グ単位）呼出情報」（出力情報コード：ＳＡＴ１０８１）として応答画面に出力されることか

ら、出力された内容を確認の上、前記(ｲ)（呼出しによらない方法）に準じて必要とする事項

を上書き入力し送信する。 

［１］呼出区分コード（「呼出区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

コンテナ情報呼出し Ａ 

ブッキング情報呼出し Ｂ 

バンニング予定情報呼出し Ｃ 

［２］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

コンテナ情報又はブッキング情報から呼び出す場合は、コンテナ番号を必須入力する。 

バンニング予定情報から呼び出す場合は、入力不可。 
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［３］船会社コード（「船会社」欄） 

ブッキング情報から呼び出す場合は、積載予定船舶に係るブッキング船会社を船会社

コードで必須入力する。 

船会社コードがシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

コンテナ情報又はバンニング予定情報から呼び出す場合は、入力不可。 

［４］ブッキング番号（「ブッキング番号」欄） 

ブッキング情報から呼び出す場合は、ブッキング番号を必須入力する。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

コンテナ情報又はバンニング予定情報から呼び出す場合は、入力不可。 

［５］仮コンテナ番号（「仮コンテナ番号」欄） 

バンニング予定情報から呼び出す場合で、バンニング予定情報を仮コンテナ番号から

呼び出す場合は、仮コンテナ番号を入力する。 

バンニング予定情報を社内整理番号から呼び出す場合は、入力不可。 

［６］社内整理番号（「社内整理番号」欄） 

バンニング予定情報から呼び出す場合で、バンニング予定情報を社内整理番号から呼

び出す場合は、社内整理番号を入力する。 

バンニング予定情報を仮コンテナ番号から呼び出す場合は、入力不可。 

［７］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄） 

バンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

※［８］の項目は、最大 100欄まで繰り返し入力することができる。 

［８］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を入力す

る。 

「呼出区分＊」欄に「Ａ」（コンテナ情報呼出し）又は「Ｂ」（ブッキング情報呼出し）

を入力した場合は、必須入力する。 

その他の呼出区分コードの場合は、入力不可。 

ロ 出力情報 

前記イ（登録の方法）によりバンニング情報がシステムに登録された場合は、次の情報がそ

れぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

危険貨物等通知

情報 

ＳＡＳ００１０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード：ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

② 「経由地コード」欄を入力しなかっ

た場合又はシステム不参加保税地

域を入力した場合。 

③ 税関へ通知を要する危険貨物等が

システムに登録されている場合。 

搬入先の管轄税関 

（保税担当部門） 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

コンテナ通知情

報 

ＳＡＴ０２４１ 「経由地コード」欄を入力しなかった

場合。 

搬入先の保税地域 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「経由地コード」欄を入力しなかっ

た場合。 

② 「船会社＊」欄に入力した船会社コ

ードに係る船会社がシステムに参加して

いる場合。 

ブッキング船会社 

入力した経由地がシステム参加保税地

域の場合。 

経由地の保税地域 

他所蔵置搬出通

知情報 

ＳＡＳ００４０ 入力したバンニング場所が他所蔵置で

ある場合。 

他所蔵置場所の管

轄税関 

（保税担当部門） 

搬入時自動起動

取消通知情報 

ＳＡＳ００３０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード:ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

② 税関へ通知を要する事故貨物がシ

ステムに登録されている場合。 

③ 搬入時申告の旨がシステムに登録

されている場合。 

搬入時申告の登録

者 

搬出通知情報

（コンテナ単

位） 

ＳＡＴ０２７０ バンニング場所がシステム参加保税地

域で、当該保税地域があらかじめシステ

ムに登録している通関業又は海貨業が入

力者である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

 

(4) バンニング情報登録（輸出管理番号単位） 

イ 登録の方法 

(ｲ) 呼出しによらない方法 

「バンニング情報登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＡＥ）を利用して、

次の事項を入力し送信する。 

なお、本業務１回の送信により登録することのできるコンテナ番号は最大 30件であること

から、それを超える登録の場合は、複数回に分けて実施する。 

＜共通部＞ 

［１］搬入先コード（「搬入先コード＊」欄） 

搬入先の保税地域コード（「業務コード集」参照）又は直接本船に船積みする場合は、
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積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［２］積載予定船舶コード（「積載予定船舶＊」欄） 

積載予定船舶の信号符字（コールサイン）を必須入力する。 

「搬入先コード＊」欄に積載予定船舶の信号符字を入力した場合は、同一であること。 

信号符字がシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［３］航海番号（「航海番号＊」欄） 

積載予定船舶の航海番号（運行船会社単位）を必須入力する。 

航海番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［４］船会社コード（「船会社＊」欄） 

積載予定船舶に係るブッキング船会社の船会社コードを必須入力する。 

船会社コードがシステムに登録されていない場合は、「9999」を入力する。 

［５］積出港コード（「積出港」欄） 

貨物の積出港を国連ＬＯＣＯＤＥ（「業務コード集」参照）で入力する。 

［６］搬出年月日（「搬出日時＊」欄左） 

貨物をコンテナにバンニングし、バンニング場所から搬出する年月日を西暦（８桁）

で必須入力する。 

［７］搬出時刻（「搬出日時＊」欄右） 

搬出時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

［８］輸出管理番号等（「輸出管理番号等＊」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須入

力する。 

［９］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［10］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 

バンニング場所の地域名がシステムに登録されていない場合は、バンニング場所の地

域名を必須入力する。 

［11］ブッキング番号（貨物単位）（「ブッキング番号（貨物単位）＊」欄） 

ブッキング番号を必須入力する。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

＜繰返部＞ 

※ 以下［12］から［23］までの項目は、最大 30欄まで繰り返し入力することができる。 

［12］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

貨物をバンニングするコンテナ番号を必須入力する。 

［13］コンテナ自重（「コンテナ自重」欄左） 

コンテナの自重を入力する。 

［14］コンテナ自重単位コード（「コンテナ自重」欄右） 

次の区分に応じたコードを入力する。 
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区 分 コード 

キログラム ＫＧＭ 

ポンド ＬＢＲ 

※［15］の項目は、［12］の項目１欄につき最大６欄まで繰り返し入力することができる。 

［15］シール番号（「シール番号」欄） 

コンテナのシール番号を必須入力する。 

［16］コンテナサイズコード（「コンテナサイズ」欄） 

コンテナのサイズをコンテナサイズコード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［17］コンテナタイプコード（「コンテナタイプ」欄） 

コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［18］バンニング個数（「バンニング個数」欄左） 

バンニングした貨物の個数を貨物情報に登録されている総個数の範囲内で必須入力す

る。 

［19］バンニング個数単位コード（「バンニング個数」欄右） 

バンニングした貨物の外装梱包の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で必

須入力する。 

貨物情報に登録されている個数の単位と一致すること。 

［20］バンニング重量（「重量」欄左） 

バンニングした貨物の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［21］バンニング重量単位コード（「重量」欄右） 

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入

力する。 

［22］バンニング容積（「容積」欄左） 

バンニングした貨物の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［23］バンニング容積単位コード（「容積」欄右） 

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力す

る。 

(ﾛ) 呼出しによる方法 

「バンニング情報登録（輸出管理番号単位）呼出し」業務（業務コード：ＶＡＥ１１）を

利用して、次の事項を入力し送信することにより、システムに登録されているコンテナ情報、

貨物情報又はバンニング予定情報が「バンニング情報登録（輸出管理番号単位）呼出情報」

（出力情報コード：ＳＡＴ０３０１）として応答画面に出力されることから、出力された事

項について確認の上、前記(ｲ)（呼出しによらない方法）に準じて必要とする事項を上書き入

力し送信する。 

［１］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を入力す

る。 

「社内整理番号」欄を入力しない場合は、必須入力する。 
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「社内整理番号」欄を入力する場合は、入力不可。 

［２］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［３］社内整理番号（「社内整理番号」欄） 

バンニング予定情報を社内整理番号から呼び出す場合は、社内整理番号を入力する。 

「輸出管理番号等」欄を入力しなかった場合は、必須入力する。 

「輸出管理番号等」欄を入力した場合は、入力不可。 

［４］バンニング予定情報呼出し識別（「バンニング情報呼出し識別」欄） 

バンニング予定情報を呼び出す場合は、「１」を入力する。 

※［５］の項目は、最大 30欄まで繰り返し入力することができる。 

［５］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

「バンニング情報呼出し識別」欄に「１」（バンニング予定情報を呼び出す場合）を入

力した場合は、システムに登録した仮コンテナ番号を必須入力する。 

「バンニング情報呼出し識別」欄を入力しなかった場合は、コンテナ番号を必須入力

する。 

ロ 出力情報 

前記イ（登録の方法）によりバンニング情報がシステムに登録された場合は、次の情報がそ

れぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

危険貨物等通知

情報 

ＳＡＳ００１０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード：ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

② 税関へ通知を要する危険貨物等が

システムに登録されている場合。 

搬入先の管轄税関 

（保税担当部門） 

コンテナ通知情

報 

ＳＡＴ０２４１ 搬入先がシステム参加保税地域である

場合。 

搬入先の保税地域 

「船会社＊」欄に入力した船会社コー

ドに係る船会社がシステムに参加してい

る。 

ブッキング船会社 

他所蔵置搬出通

知情報 

ＳＡＳ００４０ 入力したバンニング場所が他所蔵置で

ある場合。 

他所蔵置場所の管

轄税関 

（保税担当部門） 

搬入時自動起動

取消通知情報 

ＳＡＳ００３０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード:ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

搬入時申告の登録

者 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

② 税関へ通知を要する事故貨物がシ

ステムに登録されている場合。 

③ 搬入時申告の旨がシステムに登録

されている場合。 

搬出通知情報

（輸出管理番号

単位） 

ＳＡＴ０２８１ バンニング場所がシステム参加保税地

域で、当該保税地域があらかじめシステ

ムに登録している通関業又は海貨業が入

力者である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

 

(5) バンニング情報の訂正等 

前記(3)（バンニング情報登録（コンテナ単位））又は(4)（バンニング情報登録（輸出管理番号

単位））によりシステムに登録したバンニング情報について、訂正等をする必要がある場合は、バ

ンニング情報をシステムに登録した利用者が、次のいずれかの業務を利用して速やかに行わなけ

ればならない。 

① 「バンニング情報訂正」業務（業務コード：ＶＡＤ） 

コンテナ情報、バンニング数量、貨物情報を訂正する場合。 

② 「バンニング情報取消し」業務（業務コード：ＶＡＣ） 

「バンニング情報登録（コンテナ単位）」業務（業務コード：ＶＡＮ）を利用してシステ

ムに登録した輸出管理番号又は「バンニング情報登録（輸出管理番号単位）」業務（業務コ

ード：ＶＡＥ）を利用して登録したコンテナ番号を取り消す場合。 

③ 「バンニング情報追加」業務（業務コード：ＶＡＡ） 

バンニングしたコンテナに係る輸出管理番号をシステムに追加登録する場合。 

イ バンニング情報の訂正 

(ｲ) 業務対象 

前記(3)（バンニング情報登録（コンテナ単位））又は(4)（バンニング情報登録（輸出管理

番号単位））によりシステムに登録したコンテナ情報、貨物情報、バンニング個数、重量又は

容積の訂正を対象とする。 

(ﾛ) 呼出しによる方法 

「バンニング数量訂正呼出し」業務（業務コード：ＶＡＤ１１）を利用して、次の事項を

入力し送信することにより、システムに登録したコンテナ情報及び貨物情報が「バンニング

情報訂正呼出情報」（出力情報コード：ＳＡＴ０３２０）として応答画面に出力されることか

ら、出力された事項について確認の上、後記(ﾊ)（呼出しによらない方法）に準じて訂正を必

要とする事項を上書き入力し送信する。 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

コンテナ情報の訂正 ５ 

貨物情報の訂正 ４ 
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区 分 コード 

 バンニング個数、重量、容積の訂正 ３ 

［２］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号を、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須

入力する。 

コンテナ情報の訂正の場合は、入力不可。 

［３］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

コンテナ番号を必須入力する。 

貨物情報の訂正の場合は、入力不可。 

［４］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄） 

訂正対象となる貨物のバンニング場所を、保税地域コード（「業務コード集」参照）で

入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

(ﾊ) 呼出しによらない方法 

「バンニング情報訂正」業務（業務コード：ＶＡＤ）を利用して、次の事項を入力し送信

する。 

なお、本業務は入力した項目のみ訂正となる。 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

コンテナ情報の訂正 ５ 

貨物情報の訂正 ４ 

バンニング個数、重量、容積の訂正 ３ 

［２］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号を、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須

入力する。 

コンテナ情報の訂正の場合は、入力不可。 

［３］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

コンテナ番号を必須入力する。 

貨物情報の訂正の場合は、入力不可。 

［４］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

訂正対象となる貨物をバンニングしたバンニング場所を、保税地域コード（「業務コー

ド集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［５］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 

システムにバンニング場所の地域名が登録されていない場合は、バンニング場所地域

の名称を必須入力する。 

［６］積出港コード（「積出港」欄） 

コンテナ情報の訂正の場合は、貨物の積出港を国連ＬＯＣＯＤＥ（「業務コード集」参

照）で入力する。 
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［７］コンテナ自重（「コンテナ自重」欄左） 

コンテナ情報の訂正の場合は、コンテナ自重を入力する。 

［８］コンテナ自重単位コード（「コンテナ自重」欄右） 

コンテナ情報の訂正の場合は、次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

キログラム ＫＧＭ 

ポンド ＬＢＲ 

※ ［９］の項目は、最大６欄まで繰り返し入力することができる。 

［９］シール番号（「シール番号」欄） 

コンテナ情報の訂正の場合は、シール番号を入力する。 

［10］コンテナサイズコード（「コンテナサイズ」欄） 

コンテナ情報の訂正の場合は、コンテナのサイズをコンテナサイズコード（「業務コー

ド集」参照）で入力する。 

［11］コンテナタイプコード（「コンテナタイプ」欄） 

コンテナ情報の訂正の場合は、コンテナの形式（タイプ）をコンテナ形式コード（「業

務コード集」参照）で入力する。 

［12］ブッキング番号（コンテナ単位）（「ブッキング番号（コンテナ）」欄） 

コンテナ情報の訂正の場合で、１コンテナに１ブッキング番号の場合に入力する。 

ブッキング番号（コンテナ単位）が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［13］ブッキング番号（貨物単位）（「ブッキング番号（貨物）」欄） 

貨物情報の訂正の場合は、ブッキング番号（貨物単位）を必須入力する。 

ブッキング番号（貨物単位）が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

［14］バンニング個数（「バンニング個数」欄左） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、当該バンニング場所でバンニングされ

た個数を必須入力する。 

貨物情報に登録されている個数の単位と一致すること。 

［15］バンニング個数単位コード（「バンニング個数」欄右） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、バンニングされた貨物の外装梱包の単

位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［16］バンニング重量（「重量」欄左） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、当該バンニング場所でバンニングされ

た重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［17］バンニング重量単位コード（「重量」欄右） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、重量の単位を数量単位コード（総重量

及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力する。 

［18］バンニング容積（「容積」欄左） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、当該バンニング場所でバンニングされ

た容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 
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［19］バンニング容積単位コード（「容積」欄右） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、容積の単位を数量単位コード（総重量

及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力する。 

［20］残個数（「残個数」欄） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、残個数を必須入力する。 

バンニング貨物の残りがない場合は、「０」を入力する。 

［21］残重量（「重量」欄） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、残重量を入力する。 

残個数が「０」の場合は、入力不可。 

［22］残容積（「容積」欄） 

バンニング個数、重量、容積の訂正の場合は、残容積を入力する。 

残個数が「０」の場合は、入力不可。 

(ﾆ) 出力情報 

前記(ﾛ)（呼出しによる方法）又は(ﾊ)（呼出しによらない方法）によりバンニング情報が

訂正された場合は、次の情報が配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

コンテナ通知訂

正情報 

ＳＡＴ０２５１ 次の条件を全て満たす場合。 

① 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

② 搬入先がシステム参加保税蔵置場

である場合。 

搬入先の保税地域 

次の条件を全て満たす場合。 

① 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

② 登録されている船会社がシステム

に参加している場合。 

ブッキング船会社 

入力した経由地がシステム参加保税地

域の場合。 

経由地の保税地域 

ロ バンニング情報の取消し 

システムに登録したバンニング情報を取り消す場合は、次による。 

(ｲ) 取消しの区分 

バンニング情報の取消しについては、次の区分に応じて入力することにより処理される。 

区 分 「コンテナ番号」欄 「輸出管理番号等」欄 

コンテナ番号単位の一括取消し ○ × 

輸出管理番号等単位の一括取消し × ○ 

輸出管理番号等の取消し ○ ○ 

コンテナ番号の取消し ○ ○ 
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(ﾛ) 「バンニング情報取消し」業務（業務コード：ＶＡＣ）における区分ごとの取消可能期間 

区分 訂正可能期間 

コンテナ番号単位の一括取消し又

は輸出管理番号等単位の一括取消

し 

「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コード：ＣＹＡ）が実

施されるまで。 

経由地がシステムに登録されている場合は、経由地にお

けるバンニング情報登録が実施されるまで。 

コンテナ番号の取消し又は輸出管

理番号等の取消し 

「ＣＹ搬出確認登録」業務（業務コード：ＣＹＯ）が実

施されるまで。 

(ﾊ) 登録の方法 

「バンニング情報取消し」業務（業務コード：ＶＡＣ）を利用して、次の事項を入力し送

信する。 

［１］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

コンテナ番号を必須入力する。 

ただし、輸出管理番号単位の一括取消しの場合は、入力不可。 

［２］輸出管理番号等（「輸出管理番号等」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須入

力する。 

コンテナ番号単位の一括取消しの場合は、入力不可。 

［３］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

貨物をバンニングしたバンニング場所を、保税地域コード（「業務コード集」参照）で

入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［４］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 

システムにバンニング場所の地域名が登録されていない場合は、バンニング場所地域

の名称を必須入力する。 

(ﾆ) 出力情報 

前記(ﾊ)（登録の方法）によりバンニング情報を取り消した場合は、次の情報がそれぞれ配

信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

コンテナ通知訂

正情報 

ＳＡＴ０２５１ 次の条件を全て満たす場合。 

① 輸出管理番号等の取消し、輸出管理

番号等単位の一括取消し又はコン

テナ番号の取消しでバンニング情

報が取り消されたコンテナ番号に

対して関連付けられた輸出管理番

号等が存在する場合。 

② 経由先がシステムに登録されてい

ない場合。 

搬入先の保税地域 

次の条件を全て満たす場合。 

① 輸出管理番号等の取消しでバンニ

ＣＹ 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

ング情報が取り消されたコンテナ

番号に対して関連付けられた輸出

管理番号等が存在する場合。 

② 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード：ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

③ 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

次の条件を全て満たす場合。 

① 輸出管理番号等の取消し、輸出管理

番号等単位の一括取消し又はコン

テナ番号の取消しでバンニング情

報が取り消されたコンテナ番号に

対して関連付けられた輸出管理番

号等が存在する場合。 

② 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード：ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

③ 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

④ 登録されている船会社がシステム

に参加している場合。 

ブッキング船会社 

次の条件を全て満たす場合。 

① 輸出管理番号等の取消し、輸出管理

番号等単位の一括取消し又はコン

テナ番号の取消しでバンニング情

報が取り消されたコンテナに対し

て関連付けられた輸出管理番号等

が存在する場合。 

② 経由地がシステムに登録されてい

る場合。 

経由地の保税地域 

コンテナ通知取

消情報 

ＳＡＴ０２６０ 次の条件を全て満たす場合。 

① バンニング情報が取り消されたコ

ンテナ番号に対して関連付けられ

た輸出管理番号等が存在しない場

合。 

② 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

搬入先の保税地域 

次の条件を全て満たす場合。 ＣＹ 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

① 輸出管理番号等の取消し又はコン

テナ番号の取消しでバンニング情

報が取り消されたコンテナに対し

て関連付けられた輸出管理番号等

が存在する場合。 

② 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード：ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

③ 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

次の条件を全て満たす場合。 

① バンニング情報が取り消されたコ

ンテナ番号に対して関連付けられ

た輸出管理番号等が存在する場合。 

② 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード：ＣＹＡ）が実施されていない

場合。 

③ 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

ブッキング船会社 

次の条件を全て満たす場合。 

① バンニング情報が取り消されたコ

ンテナ番号に対して関連付けられ

た輸出管理番号等が存在しない場

合。 

② 経由地がシステムに登録されてい

る場合。 

経由地の保税地域 

他所蔵置搬出取

消通知情報 

ＳＡＳ００５０ 入力したバンニング場所が他所蔵置場

所である場合。 

他所蔵置場所の管

轄税関 

（保税担当部門） 

搬出通知情報

（コンテナ単

位） 

ＳＡＴ０２７０ 以下の条件を全て満たす場合。 

① バンニング場所がシステム参加保

税地域で、当該保税地域があらかじ

めシステムに登録している通関業

又は海貨業が入力者である場合。 

② コンテナ番号単位の一括取消し、輸

出管理番号等の取消し又はコンテ

ナ番号の取消しである場合。 

バンニング場所の

保税地域 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

搬出通知情報

（輸出管理番号

単位） 

ＳＡＴ０２８１ 以下の条件を全て満たす場合。 

① バンニング場所がシステム参加保

税地域で、当該保税地域があらかじ

めシステムに登録している通関業

又は海貨業が入力者である場合。 

② 輸出管理番号等単位の一括取消し

である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

ハ バンニング情報の追加 

システムに登録したバンニング情報に輸出管理番号等を追加する場合は、次による。 

なお、コンテナ番号の追加については、本業務によることなく、「バンニング情報登録（輸出

管理番号単位）」業務（業務コード：ＶＡＥ）を利用して、システムに登録する。 

(ｲ) 「バンニング情報追加」業務（業務コード:ＶＡＡ）における追加可能期間 

「船積情報登録」業務（業務コード:ＣＬＲ）が実施されるまで、輸出管理番号等を追加す

ることができる。 

(ﾛ) 呼出しによらない方法 

「バンニング情報追加」業務（業務コード：ＶＡＡ）を利用して、次の事項を入力し送信

する。 

［１］コンテナ番号（「コンテナ番号＊」欄） 

貨物をバンニングするコンテナ番号を必須入力する。 

［２］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄左） 

貨物のバンニング場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［３］バンニング場所地域名（「バンニング場所」欄右） 

システムにバンニング場所の地域名がシステムに登録されていない場合は、バンニン

グ場所地域の名称を必須入力する。 

［４］輸出管理番号等（「輸出管理番号等＊」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須入

力する。 

［５］バンニング個数（「バンニング個数＊」欄左） 

バンニングした貨物の個数を、貨物情報に登録されている総個数の範囲内で必須入力

する。 

なお、個数で表現できない貨物の場合は、「１」を入力する。 

［６］バンニング個数単位コード（「バンニング個数＊」欄右） 

バンニングした貨物の外装梱包の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で

必須入力する。 

なお、貨物情報に登録されている個数の単位と一致している必要がある。 

［７］バンニング重量（「重量＊」欄左） 

バンニングした貨物の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 
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［８］バンニング重量単位コード（「重量＊」欄右） 

重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入

力する。 

［９］バンニング容積（「容積」欄左） 

バンニングした貨物の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［10］バンニング容積単位コード（「容積」欄右） 

容積の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で入力す

る。 

［11］ブッキング番号（貨物単位）（「ブッキング番号（貨物単位）」欄） 

コンテナ情報にコンテナ単位のブッキング番号が登録されていない場合は、必須入力

する。 

ブッキング番号が不明の場合は、「ＺＺＺＺ」を入力する。 

(ﾊ) 呼出しによる方法 

「バンニング情報追加呼出し」業務（業務コード：ＶＡＡ１１）を利用して、次の事項を

入力し送信することにより、システムに登録されたコンテナ情報又は貨物情報が「バンニン

グ情報追加呼出情報」（出力情報コード：ＳＡＴ０３１０）として応答画面として出力され

ることから、出力された内容について確認の上、前記(ﾛ)（呼出しによる方法）に準じて必

要な事項を上書き入力し送信する。 

［１］コンテナ番号（「コンテナ番号＊」欄） 

コンテナ番号を必須入力する。 

［２］バンニング場所コード（「バンニング場所」欄） 

貨物をバンニングしたバンニング場所を、保税地域コード（「業務コード集」参照）で

入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［３］輸出管理番号等（「輸出管理番号等＊」欄） 

輸出（積戻し）貨物の場合は輸出管理番号、仮陸揚貨物の場合はＢ／Ｌ番号を必須入

力する。 

(ﾆ) 出力情報 

前記(ﾛ)（呼出しによらない方法）又は(ﾊ)（呼出しによる方法）により輸出管理番号等が

システムに追加された場合は、次の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

危険貨物等通知

情報 

ＳＡＳ００１０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード:ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

② 経由地がシステム不参加の場合又

はシステムに登録されていない場

合。 

③ 税関へ通知を要する危険貨物等が

税関 

（保税担当部門） 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

システムに登録されている場合。 

コンテナ通知訂

正情報 

ＳＡＴ０２５１ 次の条件を全て満たす場合。 

① 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

② 搬入先がシステム参加保税蔵置場

である場合。 

搬入先の保税地域 

次の条件を全て満たす場合。 

① 経由地がシステムに登録されてい

ない場合。 

② 登録されている船会社がシステム

に参加している場合。 

ブッキング船会社 

システムに登録されている経由地がシ

ステム参加保税地域の場合。 

経由地の保税地域 

他所蔵置搬出通

知情報 

ＳＡＳ００４０ 入力したバンニング場所が他所蔵置で

ある場合。 

他所蔵置場所の管

轄税関 

（保税担当部門） 

搬入時自動起動

取消通知情報 

ＳＡＳ００３０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「ＣＹ搬入確認登録」業務（業務コ

ード:ＣＹＡ）が実施されている場

合。 

② 税関へ通知を要する事故貨物がシ

ステムに登録されている場合。 

③ 搬入時申告の旨がシステムに登録

されている場合。 

搬入時申告の登録

者 

搬出通知情報

（コンテナ単

位） 

ＳＡＴ０２７０ バンニング場所がシステム参加保税地

域で、当該保税地域があらかじめシステ

ムに登録している通関業又は海貨業が入

力者である場合。 

バンニング場所の

保税地域 

 


